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コロナ禍での公共施
設利用の対応と新たな
支援金の提案

　今後の観光の方向性について。

「ちょこっと旅する富士宮プレゼントキャンペー
ン」と「富士宮発！ちょこっと旅する新旅行キャン
ペーン」の取組結果と現状について。

コロナ禍で人の移動が制限される中、市外からの観光
客を呼び込む観光から、市民が地元の良さを再発見する
観光にならざるを得ない状況の認識と今後の在り方につ
いて。

どうしたら少人数学級を実現できるのか。法律の改
正、自治体独自の対策、人材の確保、教室の確保それ
ぞれについて具体的に計画を持つべきと考えるが市の
見解について伺う。
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コロナ禍での経験と少人数学級をめぐる動きについて
以下、伺う。

学童保育指導員へ自治体の独自給付が広がっている
中、コロナ禍で子どもと接する職種への市独自の支援金
給付の検討を提案するがいかがか。

公共施設使用にあたり、新型コロナウイルス感染症対
策による名簿提出等の対応の違いについて。

公立学校学級編制の変遷とコロナ禍での少人数学級
化を求める動きの経緯について。

コロナ禍での観光の
在り方について

　現状の教育環境と教員の働き方などについて。

１クラス２０人規模の少人数学級実現に向けての具体
的な取組を。

令和２年度小・中学校生活、学習支援員の状況につ
いて、人数、教員免許の有無、年齢など具体的に伺
う。

氏名、住所、電話番号の記入から氏名、電話番号だけ
に省略することができないのか。

　コロナ禍での分散登校の経験について。

少人数学級の実現に
向けてできること
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